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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
3030

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶1No . 7 5 4
2 0 1 9

年頭あいさつ
01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁
02	 経済産業省北海道経済産業局長　牧野　剛
03	 北海道知事　高橋　はるみ
04	 北海道産業貢献賞
05	 札幌市優良工場等表彰、産業経済功労者表彰／	
	 中小企業問題懇談会
06	 札幌機械センター協同組合創立 50周年記念式典・祝賀会／	
	 平成 30年度組合特定問題研究会
07	 消費税の軽減税率制度開始まで残り 1年を切りました！
08	 平成 30年度労働事情実態調査②
10	 ものづくり補助金活用事例紹介〜飛栄建設株式会社〜
12	 11 月の道内景況
14	 支部だより
16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

女 性 研 修 会 レ ポ ー ト女 性 研 修 会 レ ポ ー ト
Woman workshop report

　11月2日、ニューオータニイン札幌において開催された、平成30年度組合等女性研
修会に参加させていただきました。
　研修会では、plusM 代表　長谷川 久美子先生から「心が楽になるコミュニケー
ション　〜アンガーマネジメントを活用しよう〜」というテーマでご講演いただき、
私たちが持っている感情の一つであるイライラや怒りを上手にコントロールするこ
とで、仕事の効率をアップさせることや、より良い人間関係を築くことができること
を教えていただきました。
　講演の中で「時間を守るべき」など自分にもいくつかの「〜べき」があ
り、それが果たされない場合に怒りが生じるため、自分の価値観に合わ
せるのではなく、相手の気持ちを理解し、許せる範囲を広げることが必
要であることや怒りの感情のピークは長くても6秒間とされており、そ
の間一旦落ち着かせることで、反射的な言動を防ぐことができることも
学びました。
　この研修会を通じて、人とのコミュニケーションの大切さを改めて感
じ、これから職場やプライベートで役立てていきたいと思いました。
　研修会終了後の懇親会では、他の組合の方々と交流することができ、
楽しい時間を過ごすことができました。
　長谷川先生並びに中央会事務局の皆様、本当にありがとうございました。

長谷川久美子講師

札幌市管工事業協同組合　古東　正美 さん



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年あけましておめでとうございます。会員並びに関係機関の皆様には、健やかに新春を迎えられたことと
お慶び申し上げます。平素は当中央会の事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　31年にわたった平成の時代が間もなく終わろうとしています。平成は経済社会が激しく揺れ動いた時代で
した。バブルのピークアウトと崩壊、金融危機、デフレの進行、そしてリーマンショック。こうした外部環境の
激変に加え、事業者にとっては、消費税の導入という経営に大きな影響を与える税制の見直しがあり、中小企
業政策も中小企業基本法の抜本改正や小規模企業振興基本法の制定など事業者の自主的な努力を助長するも
のへと転換が図られました。
　また、未曾有の被害をもたらした東日本大震災は電力供給の不安やサプライチェーンの寸断を引き起こし、
わが国経済を根底から揺るがしました。さらには、冷戦の終結や国際的な交通・通信基盤の整備が加速された
ことによりグローバル化に拍車がかかるとともに、社会の各方面で多様性を重視することが求められていま
す。生産年齢人口の減少や労働観の変化が進み、人手不足、人材確保難が深刻化しています。
　一方、インターネットを背景にした IT 革命は、パソコンやスマートフォンを急速に普及させ、様々なベン
チャービジネスを生んで新たなマーケットを築くなど、既存の流通構造や取引慣行を大きく変えつつありま
すが、IoT を駆使した付加価値の高い商品やサービスのビジネスチャンスも拡大しています。
　こうした流れの中で、今年は新たな時代の幕開けを迎えます。北海道においては、こうした状況に加えて急
速に進行する人口減少や高齢化の問題などがあり、地域に根を下ろして事業活動を行う我々にとっては厳し
い面も少なくありません。しかし、足下には国際的にも評価が高い食と観光をはじめ、積雪寒冷の風土の中で
培ってきたものづくりの技術などポテンシャルの高い様々な資源があります。昨年は、胆振東部地震と全道域
に及ぶ停電という大災害に見舞われましたが、官民が一丸となって復旧に取り組むことによって本来の活気
ある北海道を取り戻し、その元気を発信することにより観光客数も回復しつつあります。新しい年は、まさに
復興元年であります。私ども中央会としても、北海道の可能性を信じながら、その先の道へ一歩を踏み出して
まいります。
　私ども中央会は、北海道命名150年の昨年、新たに「連携の絆を深め、輝く明日へ」というスローガンを掲げ
ました。中小企業・小規模事業者による組織が絆を深め、連携を強めることで、それぞれの未来が切り拓かれる
という思いを込めたものであります。当会はこのスローガンのもと、相互扶助の精神で結束した連携組織を通
じ、会員の皆様のニーズを的確に捉え、これからも一層お役に立てるよう役職員一同努めてまいりますので、
変わらぬご協力をお願いいたします。
　新しい年が皆様にとって実りの多い年となるよう心からお祈り申し上げます。
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経済産業省北海道経済産業局長

牧野　　剛

年 頭 所 感
　平成31年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　昨年は、明治150年、北海道命名150年という大きな節目の年でした。そして、いままで経験したことのない
大きな揺れを伴い、その後の道内全域にわたる停電を引き起こした北海道胆振東部地震が発生した年として
も、記憶・記録に残ることでしょう。地震は多くの方々の命を奪い、ブラックアウトも相重なって道民生活と経
済活動に大きな影響を及ぼしました。改めてお見舞いを申し上げます。
　これまで政府をあげて復旧・復興に取り組み、経済産業省において、電力などのライフラインの復旧、物資の
確保、被災中小企業支援、観光面での風評被害対策などに取り組んでまいりました。北海道、市町村、関係機関、
道民と事業者のみなさんの努力により、9月に落ち込んだ経済は、10月にはある程度の回復を見せました。今
後の完全回復と成長軌道への復帰に向け、私ども北海道経済産業局といたしましても、引き続き、現場の声を
よく聞きながら、関係省庁や自治体とも連携し、全力で取り組んでまいります。

　「災害がない」と言われてきた北海道で発生した大地震は、わたしたちの認識を改めさせるだけでなく、大き
な課題を突き付けました。一つは、エネルギーの経済的かつ安定的な供給確保の重要性です。北本連系線のさ
らなる増強に向けた検討を進めるとともに、再生可能エネルギー導入拡大のための送電網の整備等を支援し
てまいります。また、省エネルギーを促進しつつ、安全性の確保を大前提に泊発電所の再稼働に向けた環境整
備を進めます。さらに、災害時の円滑な燃料供給体制の強化に取り組んでまいります。

　二つ目は、ビジネスにおける災害への備えの重要性です。北海道経済産業局では、中小企業・小規模事業者が
BCP（事業継続計画）を策定することをお手伝いしています。また、自家用発電機の導入支援など、緊急事態が発
生した場合でもビジネスへの影響を最小限にとどめられるような、危機に強い経済基盤の構築を目指します。

　一方、昨年の我が国経済を振り返りますと、「Society5.0」の実現に向けた「未来投資戦略2018」などローカ
ルアベノミクスの推進により、経済の好循環が拡大しました。北海道経済も、震災前は、インバウンドの増加に
支えられて好調な観光や雇用動向の改善などにより緩やかな持ち直しの状況が続いていました。
　また、中長期的にみると、北海道では人口減少と高齢化が全国よりも速く進みます。市場の縮小と労働力人
口の減少に対応するため、北海道に強みのある分野で、新たな需要の創出や生産性向上を促し、企業の稼ぐ力
を高める政策に取り組みます。

　具体的には、食分野では、道内農水産物などを産地の情報などと併せて食文化「丸ごと」輸出する取組やロボッ
トの導入による生産性向上の取組などを支援します。観光分野では、アクティビティや異文化を融合させたアド
ベンチャーツーリズムの普及促進、地域資源を活かした観光コンテンツの充実に取り組みます。IT 分野では、IT
の利活用による食品加工や宿泊・サービス分野の競争力強化、クリエイティブコンベンション「No Maps」等を
通じた先端技術の実証加速、バイオ分野においては、次世代素材開発や中小企業の医療機器関連産業への参入
を促進します。ものづくり分野においては、航空機産業分野への参入支援などに注力します。こうした分野で地
域経済を牽引する事業に対して、地域未来投資促進法などの関連施策を集中的に投入していきます。

　中小企業・小規模事業者は地域経済を支える屋台骨です。生産性向上のための設備投資や販路開拓などを支
援するほか、創業促進、下請取引の適正化、そして、円滑な事業承継の促進、働き方改革に取り組みます。併せ
て、インバウンドの取り込みや集客力向上に向けた新たな取組を行う商店街を支援するほか、製品安全確保や
悪質商法対策を進め、消費者の利益を守ります。
　さらに、消費税率引上げに対しても、事業者が円滑に対応できるように全力で支援します。

　元号が改まる本年も節目の年です。「強い北海道経済」の実現に向けて、気持ちを新たに尽力いたします。
　本年が、皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう、心から祈念いたします。
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北海道知事

高橋　はるみ

年 頭 所 感

　新年明けましておめでとうございます。皆様とともに新しい年を迎えられたことを大変うれしく思います。
　昨年を振り返りますと、大雪や豪雨といった自然の猛威が相次いで本道を襲う中、9月6日、道民がかつて経
験したことのない最大震度7を記録する北海道胆振東部地震が発生し、多くの尊い命が失われました。大規模
な土砂災害、家屋の倒壊や道路の陥没など甚大な被害が生じ、また、道内全域での停電によるライフラインの
寸断や産業被害の拡大など、道民の暮らしや経済社会活動に大きな影響を及ぼしましたが、北海道は今、多く
の皆様に支えていただきながら、災害からの復旧・復興に向けて全力で取り組んでいます。
　一方、北海道命名150年の節目を迎え、天皇皇后両陛下の御臨席を賜り、記念式典を開催するとともに、道
民・企業・団体の皆様と一体となって様々な企画を展開し、多くの方々に本道の礎を築かれた先人の偉業を振
り返り、未来を展望していただく機会とすることができました。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。
　また、2月から3月にかけて開催された平昌オリンピック・パラリンピックでは、本道ゆかりの選手が世界の
舞台で活躍し国民に感動を与えてくれました。民族共生象徴空間の愛称「ウポポイ」の決定や上川アイヌの日
本遺産の認定、新たな北海道遺産の選定など、本道が誇る独自の歴史や文化が注目され、関係の皆様が力を合
わせて、価値の一層の磨き上げに取り組んできました。
　道産ワインの地理的表示の認定や北海道米の道内港から中国への直接輸出の実現、どさんこプラザバンコ
ク店のオープンといった食の輸出拡大を後押しする新たな展開とともに、日中知事省長フォーラムや日中経
済協力会議が本道で開催され、ロシア欧露部との本格的な交流が始まるなど、グローバル化への対応はますま
す進展しています。さらに、室蘭と岩手県宮古を結ぶフェリー航路開設、釧路と関西を結ぶ直行便の就航、高規
格幹線道路の更なる延伸など、地域の発展に向け確かな歩みもありました。
　そして、新たな総合教育大綱に基づく施策の展開や林業大学校の設立に向けた準備といった本道の未来を
担う人づくりをはじめ、意思疎通支援・手話言語条例の制定、SDGs の推進など、将来にわたり多様で持続可能
な地域づくりを着実に進めた1年となりました。
　こうした特別な年を経て、今年は、本道が本来の元気を取り戻し、更なる発展を目指していく大切な年とな
ります。そのため、人口減少という最重要課題への対応はもとより、食・観光をはじめとする産業の活性化や
AI、IoT の導入促進による新しい成長産業の創出、安全・安心な暮らしを支える基盤づくり、アイヌ文化の振
興や縄文遺跡群の世界遺産登録に向けた取組といった歴史・文化の継承などを進め、かけがえのないふるさと
を一段と輝かせるとともに、G20観光大臣会合という大きなチャンスも活かし、その先の2020年東京オリン
ピック・パラリンピックという絶好の機会につなげながら、本道の魅力と価値を世界に発信していくことが重
要です。
　多様で活力ある豊かな北海道を50年、100年先の世代にしっかりと引き継いでいけるよう、皆様のご理解
とご協力をお願い申し上げますとともに、この一年が、皆様にとりまして、希望に満ちた年となりますよう心
からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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　11月16日、平成30年度北海道産業貢献賞の贈呈式が京王プラザホテル札幌において行われ、受賞者及び同伴者・随
行者、関係者等約100名が出席するなか、北海道 阿部啓二副知事から受賞者一人ひとりに賞状が手渡された。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！（受賞順掲載）

大上　達也　氏
苫小牧管工事業協同組合

組合員

中村　友和　氏
苫小牧金属板工業 
協同組合　組合員

坪内　　繁　氏
北海道インテリア事業 

協同組合　組合員

福嶋　　聖　氏
函館屋外広告業協同組合

理事長

松井　　丈　氏
北海道印刷工業組合

元副理事長

三品　優次　氏
協同組合空知地区エルピー
ガス保安センター　理事長

永田　武彦　氏
協同組合北見綜合卸センター

組合員

福原　次郎　氏
苫小牧弁当仕出協同組合

監事

八木沢　進　氏
北海道綜合鉄工協同組合

理事長

和泉　政義　氏
旭川緑化造園協同組合

組合員

中島　康夫　氏
旭川塗装工業協同組合

副理事長

鈴木　　賢　氏
北海道コンクリートブロック

協同組合　組合員

新川　勝久　氏
岩見沢管工事業協同組合

理事長

曽我　彰夫　氏
北の起業広場協同組合

理事長

中橋　孝章　氏
北見木工協同組合

理事長

中山　尚之　氏
札幌発寒工業団地協同組合

理事

橋本　淳一　氏
釧根電気工事業協同組合

組合員

野村　勝美　氏
札幌建具工業協同組合

理事

氏家　則之　氏
岩見沢管工事業協同組合

理事

江良　貴志　氏
室蘭自動車整備協同組合

理事長

門脇　忠夫　氏
協同組合日専連美唄

専務理事

金子　康幸　氏
石狩管工事業協同組合

副理事長

鹿森　恭子　氏
札幌質屋協同組合

理事長

川原田　義和　氏
帯広塗装工業協同組合

理事長

杉本　雅則　氏
釧路板金工業協同組合

理事長

池上　宏則　氏
北海道左官工事業協同組合

連合会　専務理事

宮﨑　光由　氏
恵庭まちづくり協同組合

監事

小西　義人　氏
函館建築工業協同組合

副理事長

卓越した
技能者

認定
職業訓練
功労者

北海道産業貢献賞  ご受賞おめでとうございます！

【商工鉱業関係功労者】
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　11月26日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道議会自民党・道民会議商工業振興議員連盟（議連）との
共催で中小企業問題懇談会を開催した。
　当日は、議連所属の議員、北海道経済部幹部職員、本会正副会長・常任理事など合わせて82名が出席し、午後6
時、議連の船橋賢二事務局次長の司会で開会した。本間勲議連副会長、尾池本会会長からそれぞれ挨拶の後、本
会の福迫専務理事から胆振東部地震の復旧・復興と今夏の中小企業団体全道大会決議に関する要望について説
明し、実現に向けた働きかけをお願いした。
　その後、北海道 阿部啓二副知事からも挨拶を受け、加藤礼一議連副会長の乾杯の発声で懇談に移った。今年
は大きな災害が相次いだこともあり、災害対策をはじめ活発な意見交換が行われ、最後に戸澤本会副会長の挨
拶で閉会した。

中小企業問題懇談会開催！

　札幌市の商工業の振興に寄与した工場・店舗などの事業所やその役員、従業員を表彰する「札幌市優良工場等表彰」
と同市の産業経済の発展に著しく功績のあった個人を表彰する「札幌市産業経済功労者表彰」の各表彰式が11月9日
と21日の両日、札幌パークホテルにおいて行われ、秋元克広市長から一人ひとりに表彰状が手渡された。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

加藤議連副会長阿部道副知事尾池本会会長本間議連副会長

内山　謙士郎　氏
北海道製紙原料直納商業組合　顧問
札幌市製紙原料事業協同組合　理事長

小笠原　勝美　氏
北海道表具内装業協同組合

理事長

片桐　誠治　氏
札幌市商店街振興組合連合会

常任理事

佐々木　敦　氏
札幌発寒工業団地協同組合

理事長

ご受賞おめでとうございます！

松村　　宏　氏
北海道税理士協同組合

理事長

協同組合等の部

岩井　　久　氏
株式会社岩井信六商店　代表取締役

協同組合日専連札幌　副理事長

店舗の部

平　　美蓮　氏
北海道製麺協同組合

事務局長

組合等職員の部

札幌市 優良工場等表彰・産業経済功労者表彰

札幌市産業経済功労者表彰

札幌市優良工場等表彰
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　11月22日、京王プラザホテル札幌において札幌機械センター協同組合（秋谷壽之理事長、組合員23人）の創
立50周年記念式典、祝賀会が開催された。
　同組合は、昭和43年に札幌市東苗穂地区に造成された工業団地に立地した、金属機械製品等を製造する13
事業者が協同して経営の合理化・近代化を図ることを目的に設立。電力の共同受電や資材の共同購買のほか、
組合員間の親睦を深めるためのレクリエーション事業などを実施してきた。
　秋谷理事長は、開会挨拶で「組合設立当時は、一面たまねぎ畑だったが、用地造成から工場建設に至るまで組
合員一丸となって開発を行い、工業団地へと一変させた。今後も先人たちのパイオニア精神を受け継ぎ、業界
の発展に貢献していきたい」と草創期を振り返るとともに今後に向け決意を述べた。その後、本会 尾池会長か
ら同組合と功労者2名に対し、長年にわたる功績をたたえ、表彰状が贈呈された。
　引き続き行われた祝賀会は、クラシック演奏や抽選会などの趣向を凝らしたプログラムで、終始なごやかな
ムードのうちにこれまで歩んできた半世紀を祝った。

　11月27日、北海道中小企業会館において、平成30年度組合特定問題研究会を開催した。
　この研究会は、本会が毎年実施している労働事情実態調査の結果浮き彫りになった、中小企業組合等が直面
している諸問題の解決に資することを目的に開催している。
　今回は、平成29年度の調査において、道内は全国に比べ従業員の残業時間が多く、有給休暇の取得率も低い
という結果となっていること、平成31年4月から働き方改革関連法が順次施行されることを受け、西林社会保
険労務士事務所の西林寛昌所長を講師に「働き方改革における中小企業が対応しなければならないポイント」
をテーマに行った。
　西林講師からは、法施行により対応が必要と
なる①残業時間の上限規制、②勤務間インター
バル制度の導入促進、③年5日間の年次有給休暇
の取得義務付け、④月60時間超の残業の割増賃
金率引き上げ、⑤労働時間の客観的な把握の5つ
のポイントについて説明があり、新年度からの
対応に向け、参加者は熱心に耳を傾けていた。

秋谷理事長 表彰状を贈呈する尾池本会会長 美しい音色が会場を魅了した

札幌機械センター協同組合

創立50周年記念式典・祝賀会を開催！

平成30年度　組合特定問題研究会開催！
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　2019年10月1日から消費税率が10％に引き上げられることに伴い、軽減税率制度が実施されます。事業者の皆
様は業種に関わらず、適用税率ごとに区分した経理や複数税率に対応した請求書等の発行などが求められます。
　経済産業省では、中小企業・小規模事業者の皆様の負担を減らすことを目的として、複数税率対応レジの
導入等を支援する「消費税軽減税率対策補助金」の申請を受け付けています。
　また、中小企業団体等が開催する説明会など、消費税軽減税率の支援措置について説明する講師の無料
派遣も申込みを受け付けています。
　レジや受発注システムの導入・改修を予定している事業者や説明会を
開催される団体の皆様におかれましては、積極的にご活用ください。

〈軽減税率対策補助金の概要〉
○複数税率対応レジの導入等

補助率：原則2/3　※3万円未満のレジ購入の場合は3/4
補助上限：1台あたり20万円　※商品マスタの設定等が必要な場合は上限40万円

○受発注システムの改修等
補助率：2/3
補助上限：1,000万円（発注システム）　150万円（受注システム）
注意：レジ、受発注システムともに、2019年9月30日までに導入または改修等が完了するものが補助対象
となります。

○問い合わせ先　軽減税率対策補助金事務局
【申請窓口ホームページ】http://www.kzt-hojo.jp/
TEL：0120-398-111（受付時間　9：00〜17：00（土・日・祝祭日を除く））

〈講師派遣の概要〉
○対象事業

消費税軽減税率の対応が必要な中小企業が参加する原則10人以上の説明会
○申込み可能な団体等

商工会、商工会議所、中小企業団体中央会、商店街振興組合連合会、事業者団体、行政機関等
○受付期間　2018年4月25日〜2019年2月6日
○お問い合わせ先　軽減税率対応講師派遣相談窓口
【講師派遣事業ホームページ】http://keigen-zei.jp/
TEL：03-6262-3378（受付時間　9：00〜17：00（土・日・祝祭日を除く））

　詳細については北海道経済産業局のウェブサイトをご覧ください。
【URL】http://www.hkd.meti.go.jp/hokic/20160322/index.htm

対応はお済みですか？　消費税の軽減税率制度開始まで残り1年を切りました！

nformationi
経済産業省北海道経済産業局からのお知らせです

（経済産業省北海道経済産業局中小企業課）
北海道札幌市北区北8条西2丁目札幌第1合同庁舎4階

TEL／（代表）011-709-2311（内2575）
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1　長時間労働・同一労働同一賃金
（1）長時間労働への対応（全国比）
　長時間労働への対応について〈図10〉のとおり。
　最も多かったのは、「人員の増員・配置見直し」の35.2％で、
全国を2.0ポイント上回った。次いで「時間外労働の是正・削
減」が32.3％で、全国を1.7ポイント上回った。
　北海道は、「変形労働時間制の導入」で全国を6.3ポイント、

「年次有給休暇取得促進」で全国を6.2ポイント上回っている
が、「新しい機械装置・システムの導入による生産性向上・業務
効率化」では13.6％と、全国を3.6ポイント下回った。
　また、「特に考えていない」で全国を2.1ポイント下回ってお
り、長時間労働への関心が高いと思われる。

（2）同一労働同一賃金への対応（全国比）
　同一賃金同一労働への対応は〈図11〉のとおり、「賞与の支
給」が最も多く29.0％、全国を3.9ポイント上回った。次いで、

「手当の支給」が28.8％で、全国を6.3ポイント上回った。
　また、「休暇の取得」で4.8ポイント、「退職金制度の導入」で
2.5ポイント、「賃金改定の見直し」で2.1ポイント、それぞれ北
海道が全国平均を上回った。
　また、「特に考えていない」は2.0ポイント下回っており、長
時間労働と同様に、同一労働同一賃金への関心は高いと考え
られる。

2　有期労働契約無期転換ルール
（1）有期労働契約に関する無期転換ルールの認識
　有期労働契約に関する無期転換ルールの認識については

〈図12〉のとおり、「知っていた」と回答した事業所は全業種で
68.2％、3年前の調査では47.6％で、20.6ポイント増加した。

（2）無期転換ルールの対象となる従業員の有無
　無期転換ルールの対象となる従業員については〈図13〉のと
おり、「いる」と答えた事業所は全業種で21.9％、製造業では
24.0％、非製造業では21.0％であった。

北海道の労働事情 【要約版②】平成
30年度

32.7％67.3％

29.6％70.4％

31.8％68.2％

100％80％60％40％20％0％

全業種

製造業

非製造業

■知っていた　■知らなかった

〈図12〉有期労働契約に関する無期転換ルールの認識

79.0％21.0％

76.0％24.0％

78.1％21.9％

100％80％60％40％20％0％

全業種

製造業

非製造業

■いる　■いない

〈図13〉無期転換ルールの対象となる従業員の有無

40％30％20％10％0％

就業規則の見直し

取引先等外部の理解

36協定の見直し

専門家（支援機関）への相談

勤務間インターバル制度の導入

具体的な方策を検討中

特に考えていない

長時間労働はない

その他

新しい機械装置・システムの導入
による生産性向上・業務効率化

人員の増員・配置見直し

時間外労働の是正・削減

業務内容・業務分担の見直し

年次有給休暇取得促進

変形労働時間制の導入

健康で働きやすい職場環境の整備

■北海道　■全国

33.2％
35.2％

30.6％
32.3％

30.1％
30.4％

18.3％
24.5％

14.3％
20.6％

18.7％
20.3％

17.2％
13.6％

8.8％
12.5％

7.3％
9.4％

4.8％
6.6％

2.4％
2.2％

1.3％
1.4％

4.2％
3.9％

7.9％
5.8％

19.8％
21.6％

0.9％
0.3％

〈図10〉長時間労働への対応

40％30％20％10％0％

賞与の支給

手当の支給

定期昇給の実施

休暇の取得

退職金制度の導入

賃金規定の見直し

教育訓練の実施

責任ある地位への登用

福利厚生施設の利用

専門家（支援機関）への相談

特に考えていない

解消すべき待遇差はない

対象となる従業員はいない

その他 ■北海道　■全国

25.1％
29.0％

1.0％
0.4％

22.5％
28.8％

23.3％
24.4％

14.0％
18.8％

12.8％
15.3％

10.0％
12.1％

12.0％
11.7％

9.8％
10.5％

4.5％
3.1％

2.9％
2.3％

13.0％
11.0％

11.6％
13.1％

25.3％
25.6％

〈図11〉同一労働同一賃金への対応（全国比）
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3　平成30年3月　新規学卒者の採用状況
（1）新規学卒者の採用状況（採用割合、平均採用数、学歴別等）
　平成30年3月の新規学卒者の採用状況は〈図14〉のとおり、
採用割合は15.3％で、採用数は1事業所当たり平均2.9人で
あった。
　前年3月卒の採用状況との比較では、採用事業所の割合が
2.2ポイント減少し、1事業所当たりの平均採用人数も0.1人
減少した。
　採用割合は、過去5ヶ年で最も低い結果となった。また、平
均採用数もわずかであるが前年より減少しており、採用に苦
戦する様子がうかがえる。

（2）技術系初任給の推移
　学歴別の技術系初任給（直近5ヶ年）の推移を示すと、〈図
15〉のとおり。
　「高校卒」の初任給は、前年と比べて4,381円増加の
164,488円で、3年連続の増加となった。「専門学校卒」は
4,282円増加で175,598円となった。
　一方で「大学卒」と「短大卒」の初任給が下がっており、「大学
卒」は1,140円減少し204,368円、「短大卒」は370円減少の
183,000円となった。

＊�ここでの平均は加重平均を用いており、事業所毎の1人当たり
の平均初任給額に採用した人数を乗じて得た数の総和を、各事
業所で採用した人数の総和で除している。

（3）事務系初任給の推移
　学歴別の事務系初任給（直近5ヶ年）の推移を示すと、〈図
16〉のとおり。
　「短大卒」の初任給は、前年と比べて8,790円増加の
165,750円となった。
　一方で、「高校卒」は前年より2,185円減少の153,360円、

「大学卒」では前年より2,377円減少し188,228円となった。

4　平成31年3月　新規学卒者の採用計画
（1）新規学卒者の採用計画の推移及び学歴別の採用計画
　新規学卒者の採用計画の推移は、〈図17〉のとおり。平成31
年3月卒の採用計画については「ある」が30.3％、「ない」が
43.7％、「未定」は26.0％であった。
　なお、採用計画が「ある」と回答した事業所は、前年より1.1
ポイント増加し、わずかであるが3割を超えた。採用計画が

「ない」と回答した事業所は0.3ポイント減少している。採用計
画が「ある」事業所が年々増加し、「ない」事業所が年々減少し
ている。

本調査の実施に当たり、ご協力いただきました会員組合及び組合員企業の皆さまに深く感謝申し上げます。

〈図14〉採用割合及び1事業所当たりの平均採用数
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〈図16〉事務系の初任給の推移
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〈図17〉新規学卒採用者の過去5ヶ年の採用計画

〈図15〉技術系の初任給の推移
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会社の概要

　飛栄建設株式会社は、「安全で健康的な住まいづ
くり」をテーマに数多くの住宅やマンション、店舗の
建築やリフォームを手掛けています。
　建材すべてに独自の安全性の基準を設け、安全
性を確認できたものだけを使用しています。また、
抗酸化溶液を用いた抗酸化工法による、健康回復
住宅の建築に力を注ぎ、誰でも安心して快適に住め
る住宅は、道内でもトップレベルとして知られ、化学
物質過敏症やアレルギー症状のある方々の駆け込
み寺として多くの方々の悩みを解決しています。

クリーンルームとは

　空気の清浄度は、空気中に浮遊する0.5ミクロン
（0.0005mm）以上の塵や埃、ウィルスなどが
30cm四方の箱の中にいくつあるかで表され、それ
が1万個以下に保たれた空間のことをクリーンルー
ムといい、代表的なところでは、手術室がクリーン
ルームに該当します。この目に見えない浮遊物は、

第35回目は、「飛栄建設株式会社」（平成27年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援
補助金）の取組について紹介します。

空気中に大量に存在しており、一般的なオフィスで
100万個、大都市の街中では、500万個もあるとい
われています。

ものづくり補助金申請の経緯

　きっかけは、シックハウス症候群や化学物質過敏
症の人たちが安心して住める清浄度の高い健康住
宅の開発の取組に、半導体デバイスの研究を行う
中でクリーンルーム環境をコンパクトで廉価に作る
ことも研究していた北海道大学の石橋晃教授が目
を留めたことでした。双方のニーズとシーズがかみ
合い、共同開発が始まりました。
　従来のクリーンルームは、外気を高性能なフィル
ターでろ過して取り込み、再び外へ排気させることで
室内の清浄度を保っていたため、フィルターが目詰ま
りを起こさないよう頻繁に交換が必要で、ランニング
コストが非常に高くなっていました。また、大がかりな
工事が必要なため、イニシャルコストも高く、広く一般
に導入することは難しい状況にありました。
　そこで、簡便で低廉な新型のクリーンルームシステ
ムの開発を行うため、ものづくり補助金を活用しました。

第35回  ものづくり補助金活用事例紹介 

“Clean space for all of us”
の実現と展開

シックハウス対策万全な「いきいき健康回復住宅」

従来のクリーンルームは、外気を取り込み空気清浄する
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新クリーンルームシステム

　新しいシステムは、室内の空気を循環させ、フィ
ルターを通して、ろ過することで空気中の浮遊物を
除去します。また、人が入る部屋では、そのままだと
酸欠を起こしてしまうため、開発したガス交換ユニッ
トを設置することで、自動で酸素の吸入、二酸化炭
素の排出を行い、酸素濃度を調節します。
　浮遊物の多い外気を取り入れないため、室内が
ある程度の気密性を確保できれば、中性能のフィル
ターをエアコンの空気口などに設置するだけで空
気をろ過できるなど、既存の設備を活用できるの
で、イニシャルコストが非常に安く、施工も簡単にで
きます。また、フィルターも目詰まりをほとんど起こ
さないので、交換も数年に一度で済み、全体のコス
トは、従来のシステムの10分の1ほどに抑えられる
上、病院の手術室並みの清浄度を実現します。

きれいな空気で効率アップ

　通常の室内と開発したクリーンルームで数名の

方に簡単な計算をしてもらいながら、脳波の数値を
測定したところ、クリーンルームの方がリラックス度
の向上が見られただけでなく、計算スピードも大幅
にアップしていることがわかりました。
　これを受け、札幌市内の学習塾では、窓を閉め
切った室内で生徒の集中力が低下しないよう、ク
リーンルームを導入したほか、生産性の向上ため、
オフィスにおいても導入が進んでいます。

おわりに

　松田社長は、「健康には、適度な運動や規則的な
食生活が大切なのはもちろんですが、人は息を止
めては10分も生きられないため、最も重要なのは
きれいな空気だと思います」と話し、免疫力や体力
がない人でも安心して長く健康に生活することがで
きる環境の提供を目指しています。
　働き方改革の推進など、人々の生き方そのもの
が変わろうとしている昨今において、誰もが当たり
前すぎて気づきにくい空気の重要性。同社が作り出
すクリーンな空気は一層豊かな暮らしをもたらして
くれるでしょう。

クリーンルームで高い集中力が持続

代表取締役　松田　順治
〒062-0933
札幌市豊平区平岸 3 条 16 丁目 2 番 50 号
TEL　011-821-9886　FAX　011-821-9812
HP　http://hiei.co.jp/

飛栄建設株式会社

外気を取り入れない全く新しい空気清浄方法を確立
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全業種 製造業 非製造業

10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比

業界の景況 6.6
→

4.8
→

7.6
→

売 上 高 2.6
→

△7.3
→

8.0
→

収 益 状 況 12.1
→

11.0
→

12.7
→

販 売 価 格 0.3
→

3.5
→

△1.5
→

取 引 条 件 0.8
→

△0.2
→

1.4
→

資 金 繰 り 1.7
→

5.4
→

△0.4
→

雇 用 人 員 0.4
→

△1.0
→

1.2
→

△30.8 △24.1 △28.1 △23.3 △32.2 △24.6

△17.6 △14.9 △9.4 △16.7 △22.0 △14.0

△37.4 △25.3 △34.4 △23.3 △39.0 △26.3

5.5 5.7 3.1 6.7 6.8 5.3

△7.7 △6.9 △3.1 △3.3 △10.2 △8.8

△13.2 △11.5 △18.8 △13.3 △10.2 △10.5

△15.4 △14.9 △15.6 △16.7 △15.3 △14.0

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）

11月の道内景況　情報連絡員レポート
主要DI値に持ち直しの兆し

5.0

0.0

－5.0

－10.0

－15.0

－20.0

－25.0

－30.0

－35.0

－40.0

景況 売上高 収益状況

5 6 7 843 911 12 H30.1 2 10 11

主要 DI 値の推移

　主要DI値の推移では、「景況」「売上高」
「収益状況」の全てで改善し、持ち直しの兆
しが見られた。
　業種別の前月比較では、製造業では「収益
状況」が大幅に改善したが、「売上高」では
大きく悪化した。非製造業では「販売価格」

「資金繰り」以外の全項目で改善したが、マ
イナス幅は依然大きい。

概 況
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・慢性的な職人不足で若年者の新規採用募集を行っているが集まらない状況。来
春の新卒（高校）も採用は厳しい。� （塗装工事／札幌）

・11月の業況は、受注は好調であるが受注済工事の繁忙期で新たな受注を控え
ることを余儀なくされているのが現状であり、技術者及び技能者の補充が追い
付かない。即戦力となる技術者がいない。業界の更なる環境改善して地位・魅
力の向上を推し進めていかなければ電気工事業の担い手が増えないと思われ
る。� （電気工事／全道）

・冬期を目前に、いよいよ仕事が追い込み最盛期を迎え、人手不足感と材料価格
の高騰が業界を圧迫している。� （左官工事／全道）

・組合員の業況
　11月末に 1件の工事が発注され、今年度の予定されている工事は全て発注と
なった。雪が少なく気温も高い状況だが、目に見えない経費のかかる冬期施工
なので、慎重な対応が必要かと思われる。また、一般住宅の新築、修繕も適度
にあることから、年内はまずまずといったところ。

　問題点
　積雪時期の工事は経費のかかることから利益が出ないことが多いため、できる
ことなら 11月末までに工事が完成するように発注計画を立ててほしい。特に
12月は日暮れも早く、交通量も増加することから事故の危険性が高まる。

　地域の実情
　毎年のことだが、灯油の価格や生活必需品、生鮮食品が高騰する時期となり消
費者にとって厳しい状況となってきている。� （管工事／名寄）

・ドライバー不足による配送単価が大手から上昇しているが、その上昇額が末端
の配送員の収支・拘束時間を好転させていない。軽運送業界もトラック協会の
ような組織で業界の底上げを図る努力が必要。� （一般貨物自動車運送／全道）

・農作物が減っていることで稼働も減っているようだ。ダンプについては高速道
路工事も終了し動きは鈍いが、新幹線（トンネル）工事で一部は忙しくなって
いる。� （一般貨物自動車運送／小樽）

・馬鈴薯・玉葱ともに 10月と比較し出荷量は大幅に減少した。一部では道外産
が市場に出回り市況が悪化していたのと、道内産玉葱の不出来による品質の低
下が一因とみられている。一般カーゴについては先月同様例年並みの動きはあ
るものの、曜日により貨物の動向に偏りがみられた。域内輸送も前月同様に冬
期間への準備に関わる商品の物通量は平年並みとなっている。

	 （一般貨物自動車運送／石狩）
・売上高は前年同月比 5.7％減少。乗務員数は前年同月比 6.8％減少。10月分チ
ケット取扱高は前年同月比 9.0％減少。� （一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・小麦粉のほか、包装資材、段ボール等の諸資材、電気、ガス、空調等のエネルギーコ
スト、物流費、人件費等すべてが上昇し、大変苦しい経営状況が続いている。

� （めん類／全道）
・11月に入って値下がりしてきたガソリン価格の影響で、消費マインドが更に好
転するかと思われたが、伸びなかった。� （飲料／全道）

・道南地域では、新幹線の札幌延伸工事に伴う吹付モルタルや生コン用の砂・砂利
の需要が動き出したことにより前年より若干であるが業績が好転している。

　骨材販売価格では、運搬距離が60〜70キロメートルもある場合などもあり、価
格の上昇が見られる。� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）

・11月度の出荷数量、売上高については、道路・外構工事などの最盛期が続き、路盤
用、アスファルト合材用と全体で前年対比増加した。

（窯業・土石製品製造業／札幌・砕石）
・11月の生コン出荷量は340千 m3で、前月比は13.3％減、前年同月比は1.2％増
となった。地域別には、前年同月を上回った分会（協組）は29分会（協組）中、14分
会（協組）で前年（増加は15分会（協組））を下回った。前年同月と比較して、増加し
たのは後志、千歳地区、室蘭など。一方、減少したのは北見地方、苫小牧、札幌など
であった。� （窯業・土石製品製造業／全道・生コン）

・会員事業所の状況
　新造船建造受注価格が低く、組合事業所の請負工事価格も低く影響が出ている。
　公共事業関係の状況
　鋼製橋梁、陸上工事（クレーン等）は受注が順調で先が明るい状況。
　造船業界の状況
　国内の造船所は当面仕事量は確保しているが韓国・中国の造船所は、国の支援を
得て低船価で受注を行っているため日本の受注船価に影響が出ており、造船業界
は厳しい状況が続いている。

� （金属製品／室蘭）
・今月に入り、当組合員事業所に製紙メーカーから一斉に印刷用紙の20％値上げ
要請があった。燃料費や物流費の高騰が理由とされている。今の景気情勢で原料
として20％の値上げを印刷製品価格に反映することは難しいと思われる。

� （金属機械工作／札幌）
・昨年度と比べると、食品製造業を除くすべての企業（機械金属製造）で操業度が落
ち、売上・収益の減少となった。今後の動向を心配する声が多かった。

� （金属機械工作／江別）

製造業

・物流コストの高騰や人件費アップがひびき利益減となった。小売りの価格攻勢
も強まっているほか、納価の値下げ要求も強まっており、市況としてやや厳し
さが続いている。� （菓子／全道）

・今年の異常気象はいまだ収まらず、11月もずっと高い気温の日が続いて生活
しやすかった。野菜類は育ちすぎたものもあり、値段もぐっと下がって助かっ
た。年末にかけてこの高気温・高水温がどのように影響してくるか心配。

� （各種商品／小樽）
・11月取扱高は、前年比 100％の状況。胆振東部地震から 2ヶ月が経過し、被
害の大きかったむかわ町の商店街は、倒壊した店舗の解体が終わったものの、
新しい店舗の建設には至っていない。11月は、ししゃも漁による観光客が多
かったので街に活気があった。� （各種商品／苫小牧）

・11月の各組合員の状況について
　報道等では、道内の街角景気は地震等の影響も後退し、景況感が改善している
といわれているが、釧路・根室地域においては前月同様、厳しい状況が続いて
いる。その中で、11月は、各業種において厳しい状況の中、前年並みの成績で
終わることができたとの声が多かった。� （各種商品／釧路）

・昨今のインバウンド需要を鑑み、東京のベンチャー企業「MAMORIO（マモ
リオ）」と連携し、IoT を活用した忘れ物の自動通知サービスを開始した。道
内では初導入ということで、今後のクルーズ客船の街中埠頭（若松埠頭）接岸
や 2020年の東京五輪も見据え、ますます増加が見込まれる観光客の受入環境
を強化した。

・函館市水産物地方卸売市場の 11月における生鮮スルメイカ取扱量は、前年同
月比 62％減の 38トンにとどまり、漁が解禁された 6月からの累計も前年同
期比 48.7％減の 826トンで、統計が残る 2005年度以降、過去最低を更新し
た。又、スルメイカ漁においても日本の排他的経済水域（EEZ）で違法操業す
る外国船に漁場を追われる異常事態も発生し、資源量の減少に外国船が手痛い
追い打ちをかけている格好にもなっている。� （各種商品／函館）

・原油価格が 10月中旬から続落し、市場価格も前月に比べ全油種で 1ℓ当り
10円〜 12円の値下げ傾向となり、暖房用燃料の本格的な需要期に入り売上
増の期待感もあったが、11月中は平年と比べて気温が高く、例年に比べ販売
量は低調となった。� （燃料小売業／稚内）

・除雪機の点検・修理で忙しい時期。初雪が記録的に遅かったので心配したが、
順調に売れている。自転車は来年度に向けた展示会のシーズンだが、発注の条
件が厳しくなってきているので、廃業するお店も増えている。

	 （自転車・自動車／全道）
・鮭も予定より少なく、イクラ等も価格が下がらない。カニの入荷が今年はかな
り厳しい。� （各種食料品／札幌）

・ししゃもは昨年より増加したが、秋鮭・魚卵（生筋子）等の不漁により加工用
原材料の不足と高騰が継続している。年末商戦にも多大な影響が出ている。地
震の影響もまだあるのか、観光客が減少している。雇用については、年末商戦
に合わせてアルバイト等は雇用増となっている。� （鮮魚／釧路）

・中東情勢は依然予断を許さない状況が続いており、ここにきて、原油減産につ
いて協議が進むなど動きも活発になってきている状況。ついては、原油価格も
これまで同様乱高下し、元売仕切価格についても先行き不透明感が否めないな
ど、石油販売業者にとっては依然厳しい不安定な経営状況が続いている。

　道内関係自治体等から、災害時における石油類燃料の供給協定締結について協
力依頼があり、官公需受注について多少明るいきざしも見受けられる。しかし
ながら、景気が好転しない限り販売量の現状維持は見込めないところであり、
まずは、徹底した合理化しかないと嘆く組合員もここにきて一層多くなってき
ている。� （燃料／全道）

・震災後落ち込んでいた分を多少カバーできた。小売フェア等の開催も少ない
が、開催時の成約もまあまあとのこと。� （中古自動車／札幌）

・例年に比べ暖かく降雪がなく、冬物商品の動きが悪かった。� （網走市／網走）
・道内中小・中堅企業の慢性的な人手不足の解消手段として、IT の導入による生
産性の改善があるが、企業の根強い費用対効果への疑問や IT 人材の不足が主
な理由で、なかなか踏み切れない。情報システムを導入していても老朽化した
レガシーシステムの保守と運用に人材が浪費され、「守りの IT」になっている
ことも、企業体力を弱らせている。しかし、このところ生産性向上による企業
力強化を目指す「攻めの IT」への投資が増え、道内の IT 企業へシステム開発
の案件依頼が伸長している。クラウドサービスへの移行や改元に伴うシステム
変更特需も後押しして、デジタルトランスファーの絶好のタイミング到来にな
りそうだ。

　政府が進める働き方改革に伴う労働環境改善のために、オフィスのリニューア
ル投資や既存社員の待遇改善、派遣社員の採用による経費増など、収益を圧
迫する要因が多く、特に札幌は、中小 IT 企業の高い離職率や道外流出、コー
ルセンターの新規設立や増強で、技術系人材が引っ張りだこの状態となって
いる。働き方改革による労働時間の削減で浮いた残業代を社員に還元する動
きが、当組合内に限らず道内の中小 IT 企業でも広がってきた。すでに、人手
不足が一段と深刻な道内の中小 IT 企業では残業代の減少が社員の収入減につ
ながらないように配慮して、給与や賞与に上乗せすることに取り組み始めてい
る。� （ソフトウェア／全道）

・11月の十勝川温泉宿泊入込数は 27,238 人　昨年度比 322人増、101％だっ
た。震災後の速やか、かつ、効果的な取組により、11月は前年を上回る入込
数まで回復した。今後は、海外客回復への取組が重要。� （旅館／音更）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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地酒で乾杯〜旭川のお酒を楽しむ会
　旭川市内の4商店街振興組合が加盟する旭川市商
店街振興組合連合会（宮口幸治会長、会員4組合）主
催の「地酒で乾杯〜旭川のお酒を楽しむ会〜」が開催
されます。
　このイベントは、「商店街を元気に！」を合言葉に
商店街と地元商店のPRと活性化を目的にこれまで
に2回開催してきましたが、今回は、2年連続の開催
となりました。
　成人であればどなたでも参加可能で、「男山」「高砂酒
造」「合同酒精」などの地酒や「大雪地ビール」を楽しむ
ことができます。
　会場では、お酒
はもちろん、お酒
によく合う料理も
いろいろ提供され
ます。

　また、昨年9月の胆振東部地
震の被災地を応援するため、全
道の商店街が
実施する「一
緒に応援キャ
ンペーン」の
一環として、
被災地産品の
販売も行われ、売上げの一部は義援金として被災地
に送られる予定です。
　この機会に旭川の銘酒を味わいながら商店街の魅
力を再発見してみてはいかがでしょうか。

釧根電気工事業協同組合青年部 
設立30周年記念式典・祝賀会を開催！
　10月13日、ANAクラウンプ
ラザホテル釧路で釧根電気工事
業協同組合青年部（加藤綾部長、
部員23名）の設立30周年記念式
典が開催されました。
　式典は、「鶴の恩送り〜新たな希望と新たな未来を〜」
をテーマに掲げ、冒頭の挨拶で加藤部長は、感謝の言
葉とともに、「青年部が受けてきた恩恵を次世代へ送
り継ぐことで、この先も長く活動を継続し、新たな取
組とともに業界の発展
に貢献する青年部へと
進化していきたい」と
テーマに込められた強
い思いと今後への抱負
を述べました。

　また、同青年部のこれまでの
功績をたたえ、本会会長表彰状
が手渡され
たほか、加
藤部長から
歴代の部長
に感謝状が
贈呈されま
した。
　祝賀会には、道内各地の電気工事組合青年部の代表
者や取引先関係機関などが多数出席し、アトラクショ
ンとして、テーブル対抗で地元の名産品早食い対決が
行われたほか、部員による「YMCA」のダンスが披露さ
れるなど、会場は大いに盛り上がり、最後に部員一人
ひとりの普段の仕事風景が映像で紹介されました。
　40年、50年に向けて、ますますの進化をご期待い
たします。

開催日時：平成31年2月19日（火）18：30から
開催場所：旭川トーヨーホテル
前 売 券：4,500円（予定）
お問合せ：�旭川市商店街振興組合連合会 

（0166）23-7404
※写真は、昨年の開催の様子

加藤部長

本会会長表彰状の贈呈

大いに盛り上がったダンスパフォーマンス

支部だより

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／田口事務所長・尾﨑主事

上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内
駐在職員／西村事務所長・大瀧主事・毛利主事
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室蘭市生涯学習センター「きらん」が開館！
　12月1日、市内初の複合公共施設となる、室蘭市生
涯学習センター『きらん』が開館しました。
　開館の背景には、耐震不足や老朽化など、既存の市
の施設が抱えるさまざまな問題があり、それらを解
決し多様な市民のニーズに応えるため、施設の集約
化に取り組むこととなりました。
　図書館や子育て、貸室、カフェ等の様々な機能を設
けることにより、幅広い世代や分野を超えた人が「集
まり」「出会う」交流拠点とすることをコンセプトに
広域的な人づくり、絆づくりを通じて協働による地
域づくりの実践
に結びつけたい
という想いのも
と、西胆振圏域住
民が広く利用で
きる施設となっ

ています。
　また、東室蘭周辺のランド
マークとしてにぎわいの創出
や多世代交流の促進などまちづくりの面での効果も
期待されています。
　オープン日には、記念式典が行われ、ステージ発表
や体験コーナーなど多彩なイベントがあり、キッズ
パーク（子供の遊び場）には順番待ちの人たちが列を
つくる盛況ぶりでした。
　今後もどのようなイベントがあるか楽しみとの声
が挙がっているとのことで、地域住民の期待の高さ
が伺えます。
　お近くの方は是非、足を運んでみてはいかがで
しょうか。

黒千石組合が「農山漁村の宝」に選ばれました！
　黒千石事業協同組合（高田幸男理事長、組合員78
人）が、農山漁村地域の活性化につながる優良事例を
表彰する「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」に選ば
れました。栽培が難しいことから生産が途絶えてい
た在来種の黒千石大豆を蘇らせ、国内はもとより台
湾の物産展へも出品するなど、地域の活性化に多大
に寄与したことが高く評価されたものです。
　この表彰は、「強い農林水産業」、「美しく活力のあ
る農山漁村」の実現のため、農林水産省が地域の活性
化や所得向上に取り組んでいる優良事例を選定し、
全国に発信するもので、平成26年度からスタートし
ました。
　本年度は、全国から1,015件（うち、道内98件）の応
募があり、32地区（うち、道内3団体）の団体が選定さ
れました。
　11月22日には、総理大臣官邸で選定証授与式と交

流会が開かれ、高田理事長と佐
野北竜町長が出席しました。交
流会では、安倍総理大臣も黒千
石を試食され「美味しい」とのコメントもいただいた
とのことです。
　席上、グランプリ及び各特別賞の発表があり、惜し
くもそれには選ばれませんでしたが、今後も黒千石
豆と同組合の躍進にご注目ください。

室蘭市生涯学習センター「きらん」
住　　所：	室蘭市中島町2丁目22-1
お問合せ：	0143-83-7750（代表）

安倍総理を囲む高田理事長（左）と佐野町長（右）

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　伊藤主任

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／中條事務所長・大西（雅）主事
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理
事
長

石

川

　
宏

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一

北
海
道
石
油
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一
条
六
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
二
―
八
一
一
一

伊

藤

　
豊

松

原

正

和

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
五
番
地
一
│
二

　

　

　

　

　道

庁

西

ビ

ル

二

階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千
歳
市
上
長
都
一
〇
五
七
番
地
七

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

山

田

耕

作

副
理
事
長

茎

　津

　俊

　爾

専
務
理
事

森

　本

　康

　児

常
務
理
事

福

　永

　政

　浩

北
海
道
電
気
資
材
卸
業
協
同
組
合

理
事
長

三

神

　
司

札

幌

市

中

央

区

大

通

東

三

丁

目

二

　

　

　

　

　

　北

海

道

電

気

会

館

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
七
一
―
二
九
三
一

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p

:
/
/
w

w
w

.
s

a
k

k
e

n
s

o
.
c

o
m

/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦
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本　部

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

杉
　
山
　
隆
　
俊

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

曽

山

和

則

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
―
八
二
二
―
四
一
一
六

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

佐
々
木

　
　
　敦

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

協
業
組
合

　公
清
企
業

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
十
五
丁
目
一
四
〇
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
八
八
八
一

原

田

利

明

札
幌
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

丸

　山

　邦

　彦

札

幌

市

厚

別

区

厚

別

町

山

本

一

〇

六

三

番

地

四

一

八

電

　話

　〇
一
一
―
八
九
四
―
〇
六
七
三

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
六
一
―
六
一
〇
一

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
街
商
協
同
組
合

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一
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本　部

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

厚
生
労
働
大
臣
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会

北
海
道
知
事
認
可

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

（
日
保
連
）
電
話
〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
九
九

（
北
鍼
協
）
電
話
〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way.net
e-mail　info@be-way.net

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義

会

　長出

村

良

治

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

代
表
理
事

九

　石

　博

　昭

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電
話
（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　3
F

電
話
（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
　副
会
長

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部
　支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

h
ttp
://satto-k

ojin
tax
i.com

/

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

皆

　戸

　克

　司

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

松

村

　
宏

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

武

田

俊

昭
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本　部

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
〇
丁
目
四
番
地

（
第
二
タ
イ
ム
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

代
表
理
事

山

　口

　勝

　美

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

三

　好

　安

　典

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

片

　岸

　俊

　幸

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

岩
瀬
谷
　
昌
　
昭

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

大

畑

範

義

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦
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本　部

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安
　
本
　
勝
　
弘

読
売
新
聞

北
海
道
読
売
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
読
売
北
海
道
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
一
〇
―
五
二
一
三

菊

　地

　
　
　進

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
番
二
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
三
―
七
七
二
二

清

水

　
博

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
二
条
東
五
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
二
│
六
三
三
三

大

嶋

忠

裕

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

横

　山

　好

　子

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

吉
　
中
　
愼
　
治

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

岩

　田

　圭

　剛

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

洞

　内

　
　
　俊

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司
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本　部

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

小

　野

　盛

　秀

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

乾

　

實

や
ま
び
こ
北
海
道
地
区
農
機
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
東
一
丁
目
二
番
二
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
九
一
―
二
三
七
四

岡

本

　
優

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

藏

　重

　
　
　満

副
理
事
長

中

川

伸

一

専
務
理
事

石

田

雅

久

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

佐

　藤

　英

　俊

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

榊

　
　
　保

　二
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本　部

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

片

　山

　英

　男

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

藤
　
田
　
　
　
開

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

海
外
交
流
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
五
条
東
十
八
丁
目
三
番
二
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
九
二
―
一
九
一
一

吉
　
村
　
幸
　
充

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

奈

良

幹

男

官
公
需
適
格
組
合

　協
同
組
合

　札
幌
プ
リ
ン
ト
ピ
ア

代
表
理
事

札
幌
市
東
区
東
苗
穂
二
条
三
丁
目
四
番
四
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
八
〇
―
五
二
三
一

加

　藤

　
　
　優

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

岡

　本

　繁

　美

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

田

　島

　久

　吉

理
事
長

竹

内

久

夫

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
九
条
東
十
二
丁
目
六
番
七
号

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

佐

藤

正

良

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

太

田

正

師

札
エ
ネ
協（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
十
四
条
西
六
丁
目
二
番
二
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
三
六
―
九
八
九
六
番

代
表
理
事

上
　
林
　
　
　
登

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

池

添

裕

之
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本　部

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

山

本

英

明

代
表
理
事

笠
　
松
　
利
　
紀

毎
日
軽
自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー

五
丁
目
六
番
六
五
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
七
八

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
六
五

北
海
道
ペ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
五
条
東
二
十
七
丁
目
二
│
三

T
E
L

　〇
一
一
―
三
七
四
│
六
五
八
八

理
事
長

渡

　邉

　
　
　泰

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

国
際
研
修
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
四
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
一
│
二
四
一
│
六
一
八
一

F
A
X
　
〇
一
一
│
二
四
一
│
六
一
一
二

佐

藤

光

明

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

長

岡

　
勉

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

今

井

　
智

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地
イ
ハ
ラ
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

二

　口

　政

　男

中
小
企
業
経
友
会
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
四
丁
目
四
二
二
番
地

電

　話

　〇
一
一
│
五
三
三
│
八
九
七
一

石

　塚

　久
美
雄

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
央
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
八

林

　
　
　博

　己

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地

イ
ハ
ラ
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

杉

　中

　行

　秀
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本　部

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

桑

山

正

人

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

角

田

英

知

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
六
四
五
七

理
事
長

安

田

謙

一

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
四
丁
目
二
番
二
十
号

北
一
八
条
ハ
イ
ツ
305

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
北
四
丁
目
十
三
番
地
十
一

恵
庭
建
設
会
館
内

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

引
越
専
門
協
同
組
合
北
海
道

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
四
条
一
丁
目
一
番
二
十
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
八
四
│
一
九
五
四

松

　橋

　謙

　一

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
封
入
・
梱
包
作
業
・

運
送
の
ご
用
命
は

札
幌
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
十
三
条
西
三
丁
目
二
番
地
三
十
五

S
J
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　内

T
E
L

　〇
一
一
│
七
五
七
│
二
五
七
一

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
八
│
三
二
七
四

事
務
局

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

小

　川

　勝

　也

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目

六
番
四
八
号
一
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
六
―
〇
八
三
〇

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合
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本　部

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョン
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇
番

理
事
長

岡

﨑

晃

三

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

齋

　木

　良

　一

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千
歳
市
上
長
都
一
〇
五
七
番
地
七

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

山

　田

　耕

　作

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

新
井
田
　
　
保

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

泉

　波

　昭

　雄

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
朝
日
町
二
丁
目
二
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
│
三
七
三
│
〇
五
七
三

菊

池

雄

二
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本　部

日
高
地
方
廃
タ
イ
ヤ
協
同
組
合

理
事
長

沙
流
郡
日
高
町
富
川
西
十
二
丁
目
六
十
九
番
地
一
〇
四

電

　話

　〇
一
四
五
六
―
三
―
〇
〇
五
〇

元

　島

　勝

　利

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

山

田

修

三

副
会
長

山

　田

　耕

　作

札幌地方中小企業団体事務長会
オホーツク中小企業団体事務長会
室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会
苫小牧地区中小企業団体事務長会
十勝地区中小企業団体事務長会
函館地区中小企業団体事務長会
道北地区中小企業団体事務長会
釧根地区中小企業団体事務長会
後志地区中小企業団体事務長会
空知地区中小企業団体事務長会

会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長

伊 藤 克 義
高 　 田 　 　 　 健
古 　 川 　 　 　 央
牧 　 野 　 俊 　 夫
三 日 市 　 則 　 昭
平 　 井 　 　 　 等
上 　 西 　 淳 　 一
佐 　 藤 　 　 士
西 川 清 光
加 　 藤 　 　 　 優

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

会

　長

土

　屋

　喜

　一
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本　部

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

株
式
会
社
ブ
ル
ー
ム
プ
ラ
ン

北
海
道
札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
西
一
│
三
│
三
〇
│
二
〇
三

〇

九

〇

│

三

一

一

三

│

七

五

五

二

国

仙

悟

志

代

表

取

締

役

中
小
企
業
診
断
士

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

　
　岡

　清

　三

小

林

　
晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
://w

w
w
.sap

p
orocity

-law
.jp

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
十
四
丁
目
南
三
番
十
一
号

ラ
ス
コ
ム
13
ビ
ル
　四
階

電

　話
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
六
一
│
七
〇
七
一

柿

　澤

　
　
　

西
林
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

所

長札
幌
市
北
区
篠
路
二
条
一
丁
目
一
番
二
一
号

電

　話

　〇
一
一
（
七
七
五
）
〇
六
八
一

F
A
X

　〇
一
一
（
七
七
五
）
〇
六
八
五

西

林

寛

昌

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
b

a
m

c
.

j
p

税
理
士

田

　村

　
　
　厚

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

大
久
保

　髙

　明

副
会
長

渡

部

正

益

副
会
長

斉

藤

明

彦
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本　部

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030

株
式
会
社
東
海
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
北
海
道

代
表
取
締
役

奥

　野

　通

　敏

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
丁
目
三
番
地
二
二

S
T
V
時
計
台
通
ビ
ル
6
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
二
―
〇
七
〇
一

〒
060－
0001

北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

池

　田

　高

　明

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

広
告
の
ご
用
命
は

㈱
道
新
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
八
丁
目
一
番
三
十
号

道
新
西
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
三
九
四
〇

公
認
会
計
士
小
島
史
資
事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士

小

　島

　史

　資

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
北
三
条
四
丁
目
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
一
│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

森

　
　
　隆

　
　

株
式
会
社
青
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　社
員
研
修
・
講
演
の
こ
と
な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
！

代
表
取
締
役札

幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
六
丁
目
一
番
三
二
三
号

春
野
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
九
〇
│
九
五
一
一
│
一
九
四
三

青

　山

　夕

　香

東
北
海
道
川
柳
連
盟

理

　事

中

　村

　広

　光

〒
〇
九
四
│
〇
〇
一
三

紋
別
市
南
が
丘
町
七
丁
目
十
八
│
七

電

　話
（
〇
一
五
八
）
二
四
│
二
八
六
九
番

（
こ
う

こ
う
）

A
D
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
札
幌

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

〒
062－
0008
札
幌
市
豊
平
区
美
園
八
条
五
丁
目
四
番
五
号

Ｍ
85
ビ
ル
二
階

電

　話
（
代
表
）
八
四
二
―
〇
〇
二
一

F
A
X

　
　
　
八
四
二
―
一
二
三
四

札
幌
支
店
長

野

　口

　孔

　誉
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本　部

e-mail：marumi-kikaku@nifty.com
http://homepage3.nifty.com/marumi-kikaku/

洗
練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
で

　大
切
な
お
客
様
を

　　おも
て
な
し
致
し
ま
す
。

パーティ・イベントの綜合プロデュース

株式
会社マルミ企画

〒060－0055　札幌市中央区南5条東2丁目　シティビル南5条5F
TEL
011562-4510 FAX

011562-5193

横 井 　 隆
代表取締役社長

〒060‒0032
札幌市中央区北2条東1丁目1

Tel 011‒221‒9181

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・事業承継・事業再生支援・労務人事管理

給与計算・会社設立・許認可申請・資金調達支援・相続手続支援

IT活用支援

http://www.murazumi.jp

札幌 〒064-8648 札幌市中央区南8条西4丁目422番地 GRAND PARK BLD
TEL（011）513-5000(代) FAX（011）521-1451

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

　関
　
　

寛

　

元気からはじめます。

〒060-0061　札幌市中央区南1条西4丁目　日之出ビル7階
tel 011-231-3112　fax 011-271-5557

e-mail：pixy@hra.co.jp　http://www.hra.co.jp

華
や
か
に
お
客
様
を
お
迎
え
し

最
高
の
お
も
て
な
し
を
す
る

バ
ン
ケ
ッ
ト
レ
セ
プ
タ
ン
ト

ピクシー 事業部
　 ヒューマン・リソーシズ・エージェンシー

株式
会社

各種イベント・パーティのトータルプロデュース
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観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

http://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

新
日
本
法
規
出
版
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

本
社
総
轄
本
部

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
二
十
三
番
二
〇
号

電

　話

　〇
五
二
―
二
一
一
―
五
七
八
八

服

　部

　昭

　三

税
理
士
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
東
四
条
四
丁
目
九
―
一

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
八
―
四
七
三
六
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記
念
誌
作
成
資
料

無
料
進
呈
中

〒060-0033 札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL（011）241-9341 FAX（011）207-6178
https://www.iword.co.jp

社史・記念誌の編纂は、
創業精神や理念を
未来につなげる活動です。

記念誌担当になられた皆様へ

記念誌の作り方
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本　部

　超高齢化社会が急速に進む中で、従業員の健康管理は事業所にとって大きな課題とな
りつつあります。
　このような状況の中で、いま「健康経営®」が注目されています。
　「健康経営®」とは従業員の健康づくりを積極的におこなうことにより、生産性・収益性
を高めるという考え方で、厚生労働省だけではなく、経済産業省も積極的に普及活動を進
めています。
　協会けんぽ北海道支部では、北海道健康増進計画「すこやか北海道21」と連携し、より
一層、健康づくりを推進するため、健康経営に取り組むことを宣言した事業所様を北海道
と共同で認定し、サポートする事業を行っています。
　多くの事業所様からの「健康事業所宣言」をお待ちしております。

※「健康経営®」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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J　　R JR「札幌駅」から徒歩約12分

（別途、消費税がかかります。）

25,500円
17,400円
17,400円
15,000円
15,000円
26,700円

約63名
約36名
約36名
約45名
約24名
約60名

180

一般社団法人

12,500円
8,500円
8,500円
7,500円
7,500円
13,000円

15,000円
10,500円
10,500円
9,000円
9,000円
16,000円

2,200円
1,500円
1,500円
1,300円
1,300円
2,400円

使用時間は厳守して下さい。午後6時以降使用時間の延長は出来ません。
使用時間の中には、使用の準備及び使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込をいただいても、延長できない場合があります。

延長（18時まで）
30分単位

平日・料金区分

ただし、事前に申込いただきますと、午後6時まで（30分単位）使用時間を延長することができます。
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本　部

詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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本内容は業務災害補償制度及びビジネス総合保険制度の概要を示したものです。実際の加入および詳細は引受保険会社の約款、パンフレット等に従います。

お見積り、ご加入手続きは
引受保険会社にお問合せください。
（＊）募集覚書締結中央会になります。

【制度引受保険会社（制度参入順）】

【制度運営】

本広告は有限会社エヌ・エス・エイサービスによるものです。

全国中小企業団体中央会

【お問合わせ先】
都道府県中小企業団体中央会（＊） 東京海上日動火災保険株式会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社

三井住友海上火災保険株式会社　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

業務災害補償制度の特徴

36,000件を超える加入を
いただいています

業務災害補償制度
新しい労災リスクから
会員の皆様をお守りする

ビジネス総合保険制度
事業活動を取り巻く様々なリスクから
会員の皆様をお守りする

●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準
一般加入と比べ約半額の掛金水準

●労災賠償に備える
「使用者賠償責任保険」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに
保険金のお支払いが可能
政府労災保険への加入が必要です。
（使用者賠償責任保険は給付決定後の支払いになります）
●契約は無記名式。
短期労働者やパート・アルバイトも包括補償

●掛金は売上高と業種で算出
掛金は全額損金算入可能

ビジネス総合保険制度の特徴
●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、
一本化してご加入

●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、施設・事業遂行等）
リスクを総合的に補償

●事業休業補償により災害に遭った際の
事業継続のための資金を確保

平成29年7月制度スタート

大好評
企業防衛の
決定版！

NEW!

企業経営には多くのリスクが
存在しています

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

全国中小企業団体中央会「業務災害補償制度 」度制険保合総スネジビ「」 のご案内

「業務災害補償制度」 「ビジネス総合保険制度」
全国中小企業団体中央会の

事業活動リスクを包括的にカバーします。
と で

労災訴訟
の
リスク

労務災害
の
リスク

賠償責任
の
リスク

事業休業
の
リスク

財物損害
の
リスク
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道南支部
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二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

北
海
道
ア
パ
レ
ル
産
業
協
同
組
合

理
事
長

伊

藤

精

二

函
館
市
石
川
町
六
四
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
七
―
五
二
七
〇

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六

株
式
会
社

　道

　水

代
表
取
締
役
社
長

函
館
市
豊
川
町
二
七
番
五
号

電

　話

　（〇
一
三
八
）二
二
―
七
一
三
六
㈹

髙

　野

　元

　宏

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

柳

　沢

　政

　人

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル

函

館

市

大

森

町

十

六

番

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
八
一
八
一（
代
）

協
同
組
合
函
館
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
の
二
八
三

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
九
│
四
一
一
一

中

　川

　雄

　三

帝
王
事
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
港
町
一
丁
目
十
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
三
│
二
一
七
二

小
笠
原

　康

　正

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー
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道南支部

三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

久
保
木

　秀

　一

税
理
士
法
人
　小
形
税
務
会
計
事
務
所

本

　
　社

　〒
〇
四
〇
―
〇
〇
二
五

　函
館
市
堀
川
町
二
七
番
一
三
号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
四
―
六
七
五
六

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
四
―
六
三
三
四

江
差
支
社

　〒
〇
四
三
―
〇
〇
五
二

　檜
山
郡
江
差
町
字
茂
尻
町
一
四
一
番
地

電

　話

　（
〇
一
三
九
）五
二
―
四
五
六
七

F
A
X

　（
〇
一
三
九
）五
二
―
四
五
六
八

代
表
社
員

税
理
士

小

　形

　雅

　晴

日
浦
椎
茸
生
産
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
日
浦
町
四
十
九
番
地

電
　
話
　
（
〇
一
三
八
）
八
三
│
三
三
五
五

坪

　

光

雄

株
式
会
社
函
館
国
際
ホ
テ
ル

函

館

市

大

手

町

五

番

一

〇

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
五
一
五
一（
代
）

総
支
配
人

深

谷

浩

司

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

鎌

　田

　嘉

　範

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

武

田

政

則

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

支
部
長青

　木

　昭

　二

北
海
道
電
機
商
業
組
合
旭
川
支
部

旭
川
市
豊
岡
十
四
条
六
丁
目
八
│
八

　
　
　
　
　
　で
ん
き
館
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
四
│
四
〇
九
八

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長藤

　原

　貞

　雄

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

理
事
長

対

　馬

　健

　一
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上川支部

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

神

　谷

　隆

　行

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

　田

　孝

　至

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
号

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

戸

井

宇

一

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
九
条
通
二
三
丁
目
三
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
五
―
二
七
八
六

田

上

利

明

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一
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上川支部

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
三
六
七

眞

鍋

和

一

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

　

橋

雅

雄

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
八
〇
〇
番

野

村

幸

生

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克
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上川支部

米
田
法
律
事
務
所

弁
護
士

米

　田

　和

　正

〒
〇
七
〇
―
〇
〇
三
四

旭

川

市

四

条

通

九

丁

目

朝
日
生
命
ビ
ル
六
階

電
話
・
FAX

　〇
一
六
六
―
二
五
―
六
二
二
八
番

　
　
　

h
ttp://nttbj.itp.ne.jp/0166256228/

i
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

横

　川

　真

　和

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

熊

　頭

　勇

　造

十
勝
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
五
丁
目
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
四
六
―
二
四
四
七

F
A
X
　
〇
一
五
五
―
四
六
―
二
五
三
三

代
表
理
事

林
　
　
　
文
　
昭

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

河

　合

　武

　洋

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎
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十勝支部

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理

　
　
　事

帯
広
支
部
長帯

広
市
白
樺
十
六
条
東
十
二
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
一
四
四

今

　野

　勝

　之

北
日
本
流
通
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
五
六
二

北
海
道
河
東
郡
音
更
町
字
東
音
更

　
　
　
　
　西
二
線
三
四
番
地
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
二
―
七
二
二
〇
番

代
表
理
事

東

　城

　敬

　貴

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
一
二
番
七

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

　本

　
　
　健

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
本
別
町
南
四
丁
目
六
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
二
―
二
三
三
三

佐

藤

　

武

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

藤

川

一

三

十
勝
中
央
維
持
管
理
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
二
三
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
五
六
―
七
六
〇
八

代
表
理
事

丸

岡

秀

幸

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

エ
コ
シ
ス
テ
ム
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
東
四
条
南
十
四
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
七
―
四
一
一
五

代
表
理
事

齋

　藤

　悟

　郎
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十勝支部

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫

・
ク
ラ
ウ
ド
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事河

東
郡
音
更
町
南
鈴
蘭
北
三
丁
目
十
二
番
地
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
四
三
―
五
一
六
〇

井
　
下
　
英
　
透

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

56



釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福

井

克

美

協
同
組
合
　
日
専
連
く
し
ろ

理
事
長

釧
路
市
北
大
通
二
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
二
―
二
〇
〇
〇
番

岡

野

公

夫

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

曽
我
部

　喜

　市

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

野
　
陳
　
　
　
敏

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

伊

勢

茂

夫

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

理
事
長

足

　立

　
　
　弘

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　自
動
車
会
館
一
階

電

　話
（
代
表
）
五
二
―
一
三
三
一

釧
路
ハ
イ
ヤ
ー
協
同
組
合
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釧根支部

ち
え
の
わ
事
業
協
同
組
合

野
付
郡
別
海
町
泉
川
五
七
番
地
一
一

電

　話

　〇
一
五
三
│
七
七
│
三
八
三
七
番

理
事
長島

　崎

　美

　昭

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

三
　
友
　
盛
　
行

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

池
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

理
事
長

佐

藤

賢

造

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

義

信

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

光

夫

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

　技
術
力
＆
信
頼
力
の
共
生

代
表
理
事

釧
路
市
西
港
一
丁
目
一
〇
〇
番
地
三
三

（
日
通
機
工
株
式
会
社
釧
路
支
店
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
五
│
二
一
八
八

瀨

　川

　洋

　一
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釧根支部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所

三
井
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

大

　塚

　健

　次
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

石

　澤

　徳

　司

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

協
同
組
合
日
専
連
北
見

理
事
長

北
見
市
北
二
条
西
三
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
三
三
一
一
番

山

　田

　義

　久

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

木
工
セ
ン
タ
ー

事
務
所

T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
ド
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

斜

里

町

港

町

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
〇
九
〇
二
番

齊

　藤

　
　
　聡

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

小

　泉

　勝

　裕

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦
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網走支部

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

大

槻

憲

正

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
西
町
一
丁
目
五
番
地
九

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
二
三
一
〇

専
務
理
事

稲

田

光

男

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網

走

市

潮

見

二

丁

目

六

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

北
見
仕
出
し
飲
食
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
常
盤
町
四
丁
目
一
番
地
一
二

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
五
―
八
三
九
七

前

　田

　康

　仁

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

桑

島

大

介

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

　森

　
　
　茂

　

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
美
禽
十
六
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

高

　橋

　清

　文

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一
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網走支部

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

木

村

　
清

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

6262



胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
三
十
二
番
十
四
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
七
―
七
九
〇
〇

門

　脇

　宏

　幸

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

善
　
入
　
健
　
氏

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

苫
小
牧
港
外
貿
コ
ン
テ
ナ
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

小

牧

市

字

弁

天

五

三

四

番

二

電

　話

　〇
一
四
五
―
二
六
―

八
七
〇
〇

秋

　元

　茂

　樹
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胆振支部

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

水

嶋

清

孝

苫
小
牧
塗
装
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
木
場
町
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
六
―
八
三
八
一

亀

　岡

　正

　一

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

伊
達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

伊
達
市
松
ケ
枝
町
六
十
一
番
地
四

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
三
―
二
二
七
七

理
事
長

柴

田

政

彦

登
別
ガ
ス
協
同
組
合

登

別

市

新

栄

町

一

番

地

三

十

九

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
五
六
八
四

理
事
長

斎

藤

正

史

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 
〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

高

　橋

　
　
　聖

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

商
業
協
同
組
合

苫
小
牧
港
市
場

苫
小
牧
市
港
町
二
丁
目
二
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
三
四
六
二

理
事
長

山
本
英
誠

へようこそ！！
室
蘭
中
央
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
央
町
三
丁
目
六
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
二
四
―
一
二
三
〇

多

田

昌

央

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉
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胆振支部

洞
爺
湖
汽
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

青

木

俊

憲

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 

話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

東
胆
振
道
路
維
持
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
栄
町
二
丁
目
一
番
二
三
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
八
四
―
五
八
七
五

山

　越

　
　
　弘

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
二
号

第
二
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
―
八
四
―
一
一
一
四

渡

　辺

　健

　治
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空知支部

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

協
同
組
合

　日
専
連
美
唄

理
事
長

円

子

　
保

美
唄
市
西
一
条
南
二
丁
目
一
│
二
一

パ
ナ
プ
ラ
ザ
い
と
う
内

電 

話 

〇
一
二
六
│
六
六
│
二
〇
〇
〇

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
三
―
六
四
八
七

理
事
長

三

品

優

次

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

芦
別
市
上
芦
別
町
一
〇
五
番
地
一
二
八

電
話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
一
二
〇

芦
別
山
菜
加
工
企
業
組
合

柳

　瀨

　善
四
郎

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

及

　川

　
　
　聡

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

櫻

　井

　雅

　聖

空
知
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

深
川
市
三
条
九
番
二
六
号
福
富
ビ
ル

電

　話

　〇
一
六
四
―
二
二
―
二
六
七
六

理
事
長

中

山

健

三

芦
別
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
開
発
協
同
組
合

代
表
理
事

芦
別
市
北
一
条
東
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
│
二
二
│
二
八
〇
七

吉

井

　
忠
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空知支部

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
〇
〇
三

浅

井

富

雄

北
空
知
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

深

川

市

二

条

十

九

番

十

九

号

電
話

　〇
一
六
四
―
二
六
―
二
八
一
八

中

本

博

大

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

栗

　栖

　茂

　栄

北
央
化
製
事
業
協
同
組
合

理
事
長

空
知
郡
南
幌
町
南
七
線
西
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
八
―
五
五
五
〇

酒

　井

　清

　二

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸

代
表
理
事

玉
　
田
　
　
　
忠

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

北
空
知
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
七
九
―
〇
五
〇
〇

雨
竜
郡
妹
背
牛
町
字
妹
背
牛
三
八
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
四
―
三
ニ
―
ニ
六
六
九

代
表
理
事

柏

　木

　孝

　文

株
式
会
社

　中
央
食
鶏

〒
〇
六
八
―
二
一
四
一

北
海
道
三
笠
市
本
町
四
番
地
の
一

T
E
L

　（〇
一
二
六
七
）二
―
八
一
〇
〇

F
A
X

　（〇
一
二
六
七
）二
―
八
〇
五
五

E-m
ail: thuo@

pluto.plala.or.jp

代
表
取
締
役

加
藤

　
厚
雄

A
tsuo  K

atou

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

専
務
理
事

三

　土

　壽

　廣

代
表
理
事

川

　端

　宏

　昌
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宗谷支部

官
公
需
適
格
組
合

　宗
谷
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
中
央
五
丁
目
七
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
二
三
―
二
七
六
七

菅

　原

　
　
　耕

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

協
業
組
合
浜
頓
別
プ
ロ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

北
海
道
枝
幸
郡
浜
頓
別
町
智
福
二
丁
目
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
六
三
四
―
二
―
三
三
一
六
番

武

田

　
昭

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐
々
木
　
正
　
義
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

菅
　
原
　
春
　
雄

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

理
事
長

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

花

和

嘉

貴

小
樽
市
ア
パ
ー
ト
業
協
同
組
合

〒
〇
四
七
ー
〇
〇
二
四

事
務
局

　小
樽
市
花
園
四
丁
目
一
番
十
六
号

電

　話

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

F
A
X

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

理
事
長

稲

　田

　文

　雄

官
公
需
適
格
組
合

　小
樽
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

緑

一

丁

目

一

番

三

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
二
―
四
八
五
七
番

堀

岡

秀

之

小
樽
板
金
工
業
協
同
組
合

小

樽

市

稲

穂

二

丁

目

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
三
四
）
二
二
―
四
五
九
七
・
F
A
X
二
二
―
五
〇
〇
九

金

　
孝

則

理
事
長

大
磯
商
店
街
協
同
組
合

理
事
長

寿
都
郡
寿
都
町
字
大
磯
町
83
番
地
1

電
　
話
　
〇
一
三
六
―
六
二
―
二
五
三
五

寺

門

隆

次

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑

　

小
樽
妙
見
市
場
商
業
協
同
組
合

理
事
長

吉

村

弘

美

〒
〇
四
七
―
〇
〇
二
四

事
務
局

　小
樽
市
花
園
二
丁
目
十
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
四
―
〇
五
九
〇
番

小樽鱗友商業協同組合

理事長

山 崎 　 努
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番

北
後
志
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

理
事
長

余
市
郡
余
市
町
黒
川
町
十
丁
目
六
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
五
―
二
一
―
二
七
〇
〇

安

　本

　
　
　守
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後志支部

小
樽
中
央
卸
商
業
協
同
組
合

理
事
長

小
樽
市
稲
穂
三
丁
目
十
一
番
四
号

電
　
話
　
〇
一
三
四
│
二
二
│
五
四
八
八
番

木
　
田
　
篤
　
志

仁
木
町
除
雪
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

仁

木

　

洋

〒
〇
四
八
―
二
四
一
三

余
市
郡
仁
木
町
南
町
一
丁
目
十
一
番
地
　（
有
）仁
木
小
型
運
輸
内

T
E
L
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
〇
七
四

F
A
X
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
三
二
一

E
-m
a
il:n
ik
i.s
rb
c
@
g
m
a
il.c
o
m

事
務
局

齋

　藤

　千
恵
子

小
樽
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

〒
〇
四
七
―
〇
〇
三
二

小

樽

市

稲

穂

五

丁

目

五

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
一
九
一

F
A
X

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
三
五
七

代
表
理
事

ホ
ク
ト
メ
ン
テ
ッ
ク
協
同
組
合

寿
都
郡
黒
松
内
町
字
黒
松
内
二
〇
五

電

　話

　〇
一
三
六
│
七
二
│
三
一
二
一

代
表
理
事

菅

原

圭

介

小
樽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

港

町

一

番

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
一
│
七
七
七
一

畑

　
　
　賢

　治
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
3030

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶1No . 7 5 4
2 0 1 9

年頭あいさつ
01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁
02	 経済産業省北海道経済産業局長　牧野　剛
03	 北海道知事　高橋　はるみ
04	 北海道産業貢献賞
05	 札幌市優良工場等表彰、産業経済功労者表彰／	
	 中小企業問題懇談会
06	 札幌機械センター協同組合創立 50周年記念式典・祝賀会／	
	 平成 30年度組合特定問題研究会
07	 消費税の軽減税率制度開始まで残り 1年を切りました！
08	 平成 30年度労働事情実態調査②
10	 ものづくり補助金活用事例紹介〜飛栄建設株式会社〜
12	 11 月の道内景況
14	 支部だより
16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

女 性 研 修 会 レ ポ ー ト女 性 研 修 会 レ ポ ー ト
Woman workshop report

　11月2日、ニューオータニイン札幌において開催された、平成30年度組合等女性研
修会に参加させていただきました。
　研修会では、plusM 代表　長谷川 久美子先生から「心が楽になるコミュニケー
ション　〜アンガーマネジメントを活用しよう〜」というテーマでご講演いただき、
私たちが持っている感情の一つであるイライラや怒りを上手にコントロールするこ
とで、仕事の効率をアップさせることや、より良い人間関係を築くことができること
を教えていただきました。
　講演の中で「時間を守るべき」など自分にもいくつかの「〜べき」があ
り、それが果たされない場合に怒りが生じるため、自分の価値観に合わ
せるのではなく、相手の気持ちを理解し、許せる範囲を広げることが必
要であることや怒りの感情のピークは長くても6秒間とされており、そ
の間一旦落ち着かせることで、反射的な言動を防ぐことができることも
学びました。
　この研修会を通じて、人とのコミュニケーションの大切さを改めて感
じ、これから職場やプライベートで役立てていきたいと思いました。
　研修会終了後の懇親会では、他の組合の方々と交流することができ、
楽しい時間を過ごすことができました。
　長谷川先生並びに中央会事務局の皆様、本当にありがとうございました。

長谷川久美子講師

札幌市管工事業協同組合　古東　正美 さん



札幌支店 札幌市中央区北2条西3-1-20  TEL 011-241-7231
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